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八
月
六
日
、
秩
父
別

と
ん
で
ん
ま
つ
り
が
四

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

パ
ト
カ
ー
や
消
防

車
、
自
衛
隊
の
装
甲
車

な
ど
の
働
く
車
の
展
示

や
ダ
ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た

他
、
青
年
部
秩
父
別
支

部
や
女
性
部
秩
父
別
支
部
、
町
内
の
有
志
ら
に
よ
る

出
店
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夜
の
部
で
は
、
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ

バ
ン
ド
ラ
イ
ブ

シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
、
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｗ

Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ 

Ｖ

Ｅ
Ｎ
Ｕ
Ｓ
の
皆
さ

ん
が
会
場
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
抽
選
会

が
行
わ
れ
と
ん
で

ん
ま
つ
り
が
終
了

し
ま
し
た
。

　

八
月
六
日
、
も
せ
う
し
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
恒
例
の
餅
ま
き
に
始
ま
り
、
妹
背
牛
中
学
校
吹

奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
、
も
せ
う
し
こ
が
ね
太
鼓
や
妹

背
牛
町
獅
子
舞
保
存
会
の
子
供
た
ち
に
よ
る
演
舞
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ヨ
サ
コ
イ
の
演
舞
で
は
「
も
せ
う
し
Ｒ
Ｉ

Ｕ
Ｓ
Ｅ
」
を
は
じ
め
と
す
る
空
知
の
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
最
後
に
は
全
チ
ー
ム
で
の
迫
力
あ
る
合
同
演
舞

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
Ｊ
Ａ
青
年
部
妹
背
牛
支
部
は
、
毎
年
恒
例

の
海
産
物
な
ど
の
販
売
を
行
い
、
町
内
団
体
か
ら
の

出
店
が
行
わ
れ
、
祭
り
に
活
気
を
あ
た
え
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
祭

り
終
盤
に

は
豪
華
景

品
の
あ
た

る
抽
選
会

が
催
さ
れ

非
常
に
盛

り
上
が
っ

た
祭
り
と

な
り
ま
し

た
。

　

八
月
十

日
、
妹
背
牛

駅
前
通
り

特
別
会
場
に

て
、「
も
せ

う
し
豊
年
盆

踊
り
大
会
」

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
か
ら

は
、
妹
背
牛

支
部
の
青
年
部
・
女
性
部
と
妹
背
牛
支
所
職
員
が
参

加
。
青
年
部
の
皆
さ
ん
は
、
某
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
模
し
た
仮
装
で
参
加
し
、「
も
せ
う
し
こ
が
ね
太

鼓
」
に
合
わ
せ
た
見
事
な
踊
り
を
披
露
し
、
会
場
を

大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
青
年
部
は
出
店
で
の
参
加
も
あ
り
、
揚
げ
た

こ
焼
き
や
海
産
物
な
ど
を
販

売
し
ま
し
た
。

第
四
十
回

も
せ
う
し
夏
祭
り

第
四
十
六
回

秩
父
別
と
ん
で
ん
ま
つ
り

もせうし
豊年盆踊り大会

女性部は野菜を販売しました

青年部の出店の様子

ＪＡ青年部は今年も仮装で参加

女性部も仮装で参加されました
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北
海
道
三
大
あ
ん
ど
ん
祭
り
の
一

つ
「
沼
田
町
夜
高
あ
ん
ど
ん
祭
り
」

が
本
年
も
八
月
二
十
五
日
・
二
十
六

日
の
二
日
間
の
日
程
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

不
安
な
天
候
の
中
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、「
喧
嘩
あ
ん
ど
ん
」
や
「
夜

高
踊
り
」、「
夜
高
太
鼓
」
な
ど
、
雨

に
あ
た
る
こ
と
な
く
盛
大
に
二
日
間

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

昨
年
も
開
催
し
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
明
け
と
し
て
昨
年

を
大
い
に
上
回
る
観
客
が
来
場
し
、

例
年
を
超
え
る
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
お
り
ま
し

た
。

　

あ
ん
ど
ん

の
製
作
で
は
、

Ｊ
Ａ
職
員
の

応
援
と
青
年

部
、
女
性
部

員
は
日
中
の

農
作
業
で
お

疲
れ
の
中
、

夜
中
に
集
ま

り
連
日
に
亘

り
約
三
カ
月

製
作
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、

各
支
所
青
年

部
員
、
女
性

部
員
、
役
職
員
等
が
参
加
し
て
、
大

小
二
基
の
あ
ん
ど
ん
を
は
じ
め
、
夜

高
踊
り
に
笛
や
太
鼓
を
奏
で
な
が
ら

町
内
を
練
り
歩
き
、
夜
高
節
に
合
わ

せ
て
「
ヨ
イ
ヤ
サ
ー
」
と
、
観
客
を

巻
き
込
ん
だ
囃
子
で
大
い
に
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
祝
儀
あ
ん
ど
ん
は
子
供

た
ち
に
大
人
気
で
、
写
真
撮
影
を
す

る
親
子
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
四
基
の
大
型
あ
ん

ど
ん
が
駅
前
に
集
結
し
、
各
あ
ん
ど

ん
連
が
夜
高
節
を
掛
け
合
い
、
熱
気

と
興
奮
に
包
ま
れ
つ
つ
、
最
高
潮
で

幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夜高踊りを披露する女性部の皆さん

令和５年　沼田町夜高あんどん祭り
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七
月
七
日
、
大
豆
生
産
組
合
（
加
藤

学
組
合
長
）
は
、
大
豆
の
出
荷
等
契
約

先
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

契
約
先
よ
り
十
三
名
が
北
い
ぶ
き
管

内
を
訪
問
さ
れ
、
大
豆
圃
場
で
の
生
育

状
況
の
確
認
や
調
製
施
設
、
倉
庫
を
視

察
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
本
所
に
て
大
豆
生
産

組
合
三
役
と
情
報
・
意
見
交
換
を
行
っ

た
後
、
大
豆
生
産
者
と
総
勢
三
九
名
で

の
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
以
来
と
な
っ
た
本
交
流
会

で
は
、
新
た
な
顔
ぶ
れ
も
増
え
た
契
約

先
・
生
産
者
双
方
で
の
交
流
を
深
め
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

七
月
十
日
、
北
育
ち
元
気
村
花
き

生
産
組
合
（
田
村
昌
之
組
合
長
）
は
、

地
場
産
の
花
を
地
域
住
民
の
方
々
へ

知
っ
て
も
ら
い
、
癒
し
を
届
け
る
目
的

で
、
令
和
二
年
よ
り
続
け
ら
れ
て
い
る

「
生
花
リ
レ
ー
」
の
取
り
組
み
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
管
内
で
は
、
田
村
組

合
長
・
各
支
部
長
を
中
心
に
、
Ｊ
Ａ
北

い
ぶ
き
本
所
、
秩
父
別
町
温
泉
ゆ
う

＆
ゆ
、
妹
背
牛
町
役
場
、
沼
田
町
役

場
へ
各
地
区
の
主
要
品
種
を
中
心
と
し

た
鮮
や
か
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

が
贈
ら
れ
、
一
週
間
ほ
ど
の
期
間
で
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

北
い
ぶ
き
大
豆
生
産
組
合
　
契
約
先
と
の
交
流
会

北
育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組
合

「
生
花
リ
レ
ー
」
で
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
寄
贈

妹背牛町役場にて、原力哉支部長（左）

沼田町役場にて、室田健一支部長（左）

秩父別温泉ゆう＆ゆにて、越智利政支部長（左）

交流会の様子

圃場視察の様子
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秩
父
別
町
青
果
蔬
菜
園
芸
振
興
協

議
会
・
妹
背
牛
町
花
卉
蔬
菜
振
興
協

議
会
・
沼
田
町
蔬
菜
振
興
協
議
会
が

そ
ろ
っ
て
各
町
の
こ
ど
も
園
へ
地
場
産

の
野
菜
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、「
管
内
で
の
イ
ベ

ン
ト
が
十
分
に
開
催
で
き
な
い
中
で
、

少
し
で
も
子
ど
も
達
の
楽
し
み
に
な
っ

て
欲
し
い
」
ま
た
、「
子
ど
も
達
に
地

場
産
の
野
菜
を
知
っ
て
欲
し
い
」
と
い

う
生
産
者
さ
ん
の

想
い
か
ら
、
メ
ロ
ン

や
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
、

北
い
ぶ
き
管
内
の

主
な
蔬
菜
品
目
が

各
代
表
者
か
ら
手

渡
さ
れ
、
給
食
と

し
て
振
舞
わ
れ
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
管
内
三
町
の

こ
ど
も
園
へ
野
菜
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

８月２日、妹背牛町花卉蔬菜振興協議会　原　力哉会長（写真：右）、谷川雅昭さん（写真：左）

８月４日、秩父別町青果蔬菜園芸振興協議会　
　　　　　宮西貴志会長（写真：右）

７月２０日、沼田町蔬菜振興協議会　広田和行会長（写真：後列中央）
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七
月
十
九
日
、
北
育
ち

元
気
村
花
き
生
産
組
合（
田

村
昌
之
組
合
長
）
は
、
北

空
知
広
域
連
花
き
セ
ン

タ
ー
集
荷
場
に
て
花
き
品

種
・
資
材
の
展
示
会
を
開

催
し
、
花
き
生
産
者
約

七
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

種
苗
会
社
八
社
に
よ
る

花
き
品
種
展
示
で
は
、
ス

タ
ー
チ
ス
や
ダ
リ
ア
、
シ

ヌ
ア
ー
タ
、
シ
ネ
ン
シ
ス

な
ど
北
育
ち
元
気
村
花
き

生
産
組
合
で
は
定
番
の
品

種
が
多
く
揃
い
、
展
示
会

を
訪
れ
た
生
産
者
は
、
生

産
者
同
士
や
種
苗
会
社
関

係
者
と
多
く
の
意
見
を
交

わ
し
て
い
ま
し
た
。

　

七
月
十
五
日
、
沼
田
町
内
水
稲
生
産

者
の
圃
場
に
て
、コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ「
田

ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
隊
」
ツ
ア
ー
が
開

催
さ
れ
、
関
係
者
含
め
約
二
〇
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
お
子
さ
ん
を
中
心
に
圃
場
周
辺

の
畔
や
田
ん
ぼ
に
浮
か
ぶ
カ
エ
ル
や
昆

虫
を
見
つ
け
て
は
、
熱
中
し
て
捕
ま

え
て
い
ま
し
た
。
各
々
捕
ま
え
た
生
き

物
は
参
加
者
同
士
で
発
表
し
合
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
は
、Ｊ
Ａ
職
員
案
内
に
よ
り
、

カ
ン
ト
リ
ー
施
設
・
雪
む
ろ
を
見
学
し
、

お
米
へ
の
取
り
組
み
を
参
加
者
の
皆
様

へ
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

2
0
2
3
北
育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組
合

　
組
合
員
交
流
会

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ

「
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
隊
」
ツ
ア
ー

綺麗な花々が展示されていました

楽しみながら生き物を探す児童たち
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北
い
ぶ
き
管
内
で
は
七
月
中
旬
よ
り
、
令
和
五
年

産
麦
の
収
穫
が
各
地
で
始
ま
り
、
七
月
二
十
日
に
妹

背
牛
麦
集
荷
調
製
施
設
、
二
十
一
日
に
沼
田
農
産
物

調
製
施
設
に
て
令
和
五
年
産
麦
の
集
荷
を
開
始
。

　

麦
を
皮
切
り
に
穀
類
の
収
穫
が
始
ま
り
、
そ
れ
ぞ

れ
適
期
を
見
定
め
、
例
年
八
月
下
旬
か
ら
九
月
上
旬

に
は
そ
ば
、
九
月
中
旬
に
は
水
稲
、
十
月
中
旬
に
は

大
豆
が
収
穫
・
集
出
荷
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

加藤　学さん圃場にて（妹背牛地区・妹背牛北）

令
和
五
年
度  

麦
の
収
穫
・
集
荷
が
行
わ
れ
ま
し
た

田中康雄さん圃場にて（秩父別地区・稲豊）

平泉真美さん圃場にて（沼田地区・沼田西部）
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八
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
の
三

日
間
、各
支
所
に
て
「
秋
ま
き
講
習
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
令
和
六
年
産

秋
ま
き
小
麦
の
栽
培
に
向
け
、「
播
種

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
応
じ
た
適
正
播
種
量

の
目
安
」、「
越
冬
前
の
雑
草
対
策
・
妨

害
防
除
」
等
に
つ
い
て
多
岐
に
渡
り
調

査
報
告
・
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
Ｊ
Ａ
技
術
指
導
員
よ
り
、

「
秋
ま
き
小
麦
増
収
実
証
圃
か
ら
学
ぶ

追
肥
技
術
」
と
し
て
、
管
内
六
箇
所
の

実
証
圃
の
傾
向
か
ら
、増
収
に
向
け
て
、

越
冬
前
後
の
適
切
な
茎
数
確
保
を
目
指

し
た
追
肥
の
調
節
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　
秋
ま
き
小
麦
　
播
種
前
講
習
会
　

普及センターによる説明

　出荷された小麦を測定する職員
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〜 THE YOUTH FACE 〜
青
年
部
活
動
を
通
し
て
得
た
物

　
就
農
し
て
す
ぐ
に
青
年
部
活
動
に
も
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
、
地
元
の
先
輩
・
後

輩
農
業
者
の
他
、
他
Ｊ
Ａ
農
業
者
と
も
繋

が
り
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
い
情
報
交
換
や
意
見
交
換
の
場
が
増

え
非
常
に
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

労
働
力
削
減
へ
の
取
組

　
後
継
者
不
足
に
伴
う
一
戸
当
た
り
の
圃
場

面
積
の
増
加
、
そ
れ
に
伴
う
労
働
力
不
足
な

ど
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
は
、
自
分
の
両
親
と
共
に
様
々
な
面
で
協

力
し
な
が
ら
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
お

り
ま
す
が
、
近
い
将
来
限
界
が
来
る
こ
と
も

容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
可
能
性
に
つ

い
て
注
目
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
農
業
機
械
が
さ

ら
に
普
及
さ
れ
る
様
に
な
れ
ば
、
直
面
す
る
労
働
者

不
足
の
解
決
へ
の
糸
口
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。

農
業
を
継
ぐ
と

い
う
こ
と

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
両
親

が
農
作
業
を
す
る
姿
を
見
た

り
、
手
伝
っ
た
り
し
な
が
ら

「
私
は
農
業
を
継
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
な
」
と
い

う
思
い
を
持
っ
て
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。
就
農
し
て
ま
だ

五
年
目
で
仕
事
の
責
任
の
重

さ
を
日
々
色
々
な
場
面
で
感

じ
て
い
ま
す
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
著
し
く
変
わ
る
今
、
そ

の
変
化
に
対
応
す
る
為
の
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
、
国
民
に
安
心
・

安
全
で
高
品
質
な
農
産
物
を
安
定
的
に
供
給
し
て
い

く
と
い
う
責
任
、
未
来
の
子
供
た
ち
に
こ
の
素
晴
ら

し
い
地
域
を
引
き
継
い
で
い
く
責
任
を
青
年
部
役
員

に
な
っ
て
か
ら
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

池川　怜汰さん
秩父別地区・穂栄農事組合

作付品目
水稲・そば
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第
六
回
理
事
会
〈
七
月
二
十
八
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

○
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て 

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
、
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て　
　
　

○
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く

「
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
に
つ

い
て

○
令
和
四
年
度
経
営
分
析
結
果
に
つ

い
て

○
道
常
例
検
査
の
実
施
に
つ
い
て

○
お
盆
休
暇
と
各
部
門
の
業
務
対
応
に

つ
い
て

○
組
合
員
へ
の
火
災
見
舞
に
つ
い
て

○
令
和
四
年
度　

支
所
別
・
部
門
別
損

益
計
算
書

○ 

Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
（
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
）
の
開
設
に
つ
い
て

○
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

○
北
空
知
広
域
連
の
役
員
改
選
に
つ

い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つ

い
て 

営
農
販
売
事
業
本
部

○
令
和
五
年
産
民
間
流
通
麦
の
全
道
共

計
概
算
金
に
つ
い
て 

○
令
和
五
年
産
麦
の
出
荷
状
況
に
つ
い

て
○
花
卉
・
蔬
菜
取
扱
実
績
に
つ
い
て 

○
水
稲
防
除
の
実
施
状
況
に
つ
い
て 

○
令
和
五
年
度
水
稲
・
畑
作
品
目
別
作

付
面
積
調
査
に
つ
い
て

○
肥
料
価
格
高
騰
対
策
に
つ
い
て

○
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
に
か
か
る

交
付
額
に
つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

○
令
和
五
年
使
用
肥
料
大
口
引
取
奨
励

実
績
に
つ
い
て

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
六
月

末
）
に
つ
い
て

 【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　
随
時
監
査
に
係
る
監
査
結
果
の
承
認

に
つ
い
て

議
案
第
二
号
　

　

秩
父
別
と
ん
で
ん
ま
つ
り
へ
の
負
担

金
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　

固
定
資
産
の
修
繕
に
つ
い
て

議
案
第
四
号
　

　

理
事
に
対
す
る
利
益
相
反
取
引
の
承

認
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　

理
事
に
対
す
る
利
益
相
反
取
引
の
承

認
に
つ
い
て

議
案
第
六
号
　

　

出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○
信
用
限
度
八
〇
％
を
超
え
る
組
合
員

へ
の
貸
付
に
つ
い
て

理
事
会
報
告

□
退
職
〈
七
月
三
十
一
日
付
）

　

井
原　

久
尚

（
管
理
部
企
画
課
企
画
係
長
）

□
異
動
〈
八
月
一
日
付
〉

　

青
木　

祐
二

　
　

�

管
理
部
次
長
兼
企
画
課
長
兼
同

課
係
長
（
管
理
部
次
長
兼
企
画

課
長
）
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青
年
部
秩

父
別
支
部
（
藤

岡
誠
支
部
長
）

は
、
七
月
五
日

に
札
幌
方
面

へ
部
員
一
八

名
参
加
の
も

と
道
内
視
察

研
修
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、

秩
父
別
を
出

発
し
て
Ｋ
Ｕ

Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ａ
農

業
学
習
施
設

に
到
着
後
、
就

農
減
少
対
策

と
し
て
、
Ａ
Ｉ

技
術
等
を
取

り
入
れ
無
人

で
作
物
を
管

理
す
る
こ
と

の
で
き
る
施

設
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

二
日
目
は

ク
ミ
ア
イ
化

学
札
幌
支
店
を
見
学
し
、
雑
草
の
生
態

に
つ
い
て
や
雑
草
の
見
分
け
方
、
種
子

繁
殖
の
特
徴
に
つ
い
て
詳
し
く
学
び
ま

し
た
。
一
泊
二
日
の
研
修
で
し
た
が
全

員
が
懇
親
を
深
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

七
月
八
日
、
青
年
部
妹
背
牛
支
部
（
大

井
基
生
支
部
長
）
主
催
の
「
豊
年
祈
願

焼
肉
祭
り
」
が
四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
に
は
約
千
人
が
町
内
外

か
ら
訪
れ
ま
し
た
。

　

人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮
し
た
服
装

で
会
場
を
盛
り
上
げ
た
熊
谷
俊
さ
ん
（
妹

背
牛
北
）
と
田
村
昌
一
郎
さ
ん
（
妹
背

牛
北
）
が
司
会
を
務
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
青
年
部
妹
背
牛
支
部
の
他
に

女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
妹
背
牛
支
部

は
お
に
ぎ
り
を
販
売
し
、
青
年
部
秩
父

別
支
部
か
ら
は
「
か
た
ぬ
き
」
や
「
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
」
な
ど
縁
日
の
よ
う
な
出
店

で
盛
り
上
げ
、
多
く
の
商
品
が
完
売
す

る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

お
よ
そ
百
本
の
景
品
が
用
意
さ
れ
た

抽
選
会
で
は
、
抽
選
番
号
が
読
み
上
げ

ら
れ
る
度
、
会
場
内
の
各
所
か
ら
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
実
行
委
員
長
を
務
め
た
酒

田
拓
也
さ
ん（
妹
背
牛
北
）の
閉
会
挨
拶
、

三
本
締
め
で
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

青
年
部
秩
父
別
支
部
　
道
内
視
察
研
修

青
年
部
妹
背
牛
支
部

第
四
十
四
回
豊
年
祈
願
焼
肉
祭
り

研修の様子

会場の様子
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青
年
部
沼
田
支
部
（
中
村
敏
光
支
部

長
）
は
、
七
月
九
日
に
帯
広
・
札
幌
方

面
へ
部
員
一
九
名
参
加
の
も
と
視
察
研

修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
沼
田
を
出
発
し
て
国
際

農
業
機
械
展
に
到
着
後
農
業
機
械
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
ク
ミ
ア
イ
化
学
札
幌
支

店
を
見
学
し
、
水
稲
の
生
育
に
つ
い
て

や
育
種
の
作
業
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　

今
後
の
営
農
活

動
に
お
い
て
非
常

に
有
意
義
な
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

　

女
性
部
沼
田
支
部
寿
会
（
沼
本
幸

子
会
長
）
は
七
月
十
二
日
・
十
三
日

に
支
笏
湖
方
面
へ
の
研
修
旅
行
を
開

催
し
九
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
千
歳
市
に
あ
る
「
千

歳
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
に
て
、
担
当
職
員

の
解
説
を
受
け
な
が
ら
、
ハ
ス
カ
ッ

プ
ワ
イ
ン
の
仕
込
み
を
見
学
し
、
そ

の
後
「
北
ワ
イ
ン
ケ
ル
ナ
ー
」
と
「
ハ

ス
カ
ッ
プ
ス
イ
ー
ト
」
の
試
飲
を
し

ま
し
た
。
続
い
て
、
同
市
内
の
「
北

海
道
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
」
に
て
、
初
め

に
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
し
ょ
う
ゆ
の
製
造

工
程
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
た
映
像
を

視
聴
後
、
担
当
職
員
の
案
内
・
説
明

に
よ
り
、
昔
の
し
ょ
う
ゆ
づ
く
り
の

道
具
や
、
現
在
の
製
造
設
備
を
見
学

し
ま
し
た
。
寿
会
が
製
造
し
て
い
る

三
升
漬
け
に
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
の
し
ょ

う
ゆ
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

会
員
は
工
場
内
を
興
味
深
く
見
学
し

て
お
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
北
広
島
市
に
新
設
さ

れ
た
今
話
題
の
「
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
北
海
道
」
へ
向
か
い
、

敷
地
内
見
学
と
「
北
海
道
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
対
東

北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ

ル
ス
」
の
試
合
を
観
戦
し
、

会
場
の
熱
気
に
圧
倒
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
行
程
の
都
合
上
、

試
合
を
最
後
ま
で
観
戦
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
会
員
全
員
が
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

研
修
旅
行
中
、
通
り
雨
も

あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
大
き

な
支
障
も
な
く
懇
親
を
深
め

ら
れ
研
修
旅
行
を
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

青
年
部
沼
田
支
部
道
内
視
察
研
修

研修の様子

北
い
ぶ
き
寿
会　
研
修
旅
行
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七
月
二
十
六
日
、
女
性
部
秩
父
別
支
部
（
岡
崎
支

部
長
）
は
、
部
員
十
七
名
参
加
の
も
と
、
札
幌
方
面

へ
部
員
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

秩
父
別
か
ら
高
速
道
路
に
乗
っ
て
白
い
恋
人
パ
ー

ク
へ
立
ち
寄
り
、
北
の
漁
場
に
て
昼
食
を
取
り
木
下

大
サ
ー
カ
ス
特
設
会
場
へ
行
き
二
時
間
程
の
演
目
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。
天
井
か
ら
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
布
を

手
や
足
に
巻
き
付
け
て
行
う
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
シ
ョ
ー

や
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ
ン
シ
ョ
ー
、
様
々
な
演
目
の
最

後
に
は
空
中
ブ
ラ
ン
コ
シ
ョ
ー
で
目
隠
し
を
し
た
ま

ま
ブ
ラ
ン
コ
か
ら
ブ
ラ
ン
コ
へ
飛
び
移
り
会
場
で
は

盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
夕
食
は
岩
見

沢
に
あ
る
大
地
の

テ
ラ
ス
に
て
シ
ュ

ラ
ス
コ
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
を
頂
き
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に

な
っ
て
か
ら
は
大

人
数
で
の
遠
出
を

控
え
て
お
り
ま
し

た
の
で
久
し
ぶ
り

の
部
員
研
修
を
皆

さ
ん
大
変
楽
し
ま

れ
て
お
り
、
部
員

同
士
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

七
月
二
十
八
日
、
女
性
部
妹
背
牛
支
部
（
西
村
智

子
支
部
長
）
は
妹
背
牛
支
所
三
階
大
ホ
ー
ル
に
て
役

員
・
連
絡
委
員
合
同
講
習
会
と
親
睦
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

妹
背
牛
駐
在
所
の
寺
地
正
典
様
を
お
招
き
し
て
、

交
通
安
全
講
習
会
を
行
い
「
交
通
安
全
」
と
「
特
殊

詐
欺
未
然
防
止
」
に
つ
い
て
学
び
、「
護
身
術
」
の

体
験
を
し
ま
し
た
。
身
近
な
危
険
を
敏
感
に
察
知
し
、

自
分
を
護
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
大
切
で
あ
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
、
改
め
て
実
感
で
き
る
講
習
会
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
常
に
潜
む
危
険
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
逃
げ

足
が
な
に
よ
り
大
切
で
は
あ
り
ま
す
が
、
い
ざ
と
い

う
時
の
自
衛
す
る
方
法
を
身
に
つ
け
て
い
た
ら
、
な

お
の
こ
と
良
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
後
は
役
員
と
連
絡
委
員
の
親
睦
を
深
め
る

た
め
の
会
食
を
し
、
間
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
し
な

が
ら
会
話

を
弾
ま
せ

て
有
意
義

な
時
間
を

過
ご
し
ま

し
た
。

　

広
報
誌
七
月
号
四
ペ
ー
ジ
の
「
絆
」
記
事
、五
ペ
ー

ジ
の
「
第
四
十
七
回
青
年
部
北
ブ
ロ
ッ
ク
球
技
大
会

開
催
北
ブ
ロ
ッ
ク
球
技
大
会
」、
二
十
ペ
ー
ジ
の
「
Ｐ

Ｈ
Ｔ
Ｏ
だ
よ
り
」
の
写
真
コ
メ
ン
ト
に
て
農
事
組
合

を
誤
っ
て
記
載
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

訂
正
の
内
容
に
つ
い
て
は
左
記
の
通
り
で
す
。

四
ペ
ー
ジ

〈
誤
〉
前
田　

俊
哉
さ
ん

　
　

  

妹
背
牛
地
区　

妹
背
牛
中
央

〈
正
〉
前
田　

俊
哉
さ
ん

　
　

  

妹
背
牛
地
区　

妹
背
牛
北

五
ペ
ー
ジ

〈
誤
〉
酒
田
拓
也
さ
ん
（
妹
背
牛
地
区
・
妹
背
牛
中
央
）

〈
正
〉
酒
田
拓
也
さ
ん
（
妹
背
牛
地
区
・
妹
背
牛
北
）

二
十
ペ
ー
ジ

〈
誤
〉
加
藤　

学
さ
ん
（
妹
背
牛
・
妹
背
牛
南
）

〈
正
〉
加
藤　

学
さ
ん
（
妹
背
牛
・
妹
背
牛
北
）

女
性
部
妹
背
牛
支
部　

役
員
連
絡
委
員
合
同
親
睦
会

女
性
部
秩
父
別
支
部
部
員
研
修

お
詫
び
と
訂
正
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発
行
元

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合

北
海
道
雨
竜
郡
秩
父
別
町
1298番

地
の
8
編

集
管
理
本
部
TEL 0164－33－2011　

FAX 0164－33－3311
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
アド
レ
ス
http://w

w
w
.ja-kitaibuki.or.jp/

7月8日
青年部妹背牛支部主催
妹背牛豊年祈願焼肉祭り
青年部秩父別支部、
青年部沼田支部にも
ご協力頂きました

7月22日、
メロン生産組合は
メロン目揃い会を
行いました

8月18日、
ちっぷ納涼盆踊り大会が

開催されました

7月24日、
沼田小学校食育事業が

行われました

8月22日、
青年部秩父別支部は
地域貢献事業を
実施しました

8月25・26日、
沼田町夜高あんどん祭に
女性部沼田支部が
参加されました
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令
和
5年
9
月
13
日

発
行
日

発
行
元

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合

北
海
道
雨
竜
郡
秩
父
別
町
1298番

地
の
8
編

集
管
理
本
部
TEL 0164－33－2011　

FAX 0164－33－3311
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
アド
レ
ス
http://w

w
w
.ja-kitaibuki.or.jp/

　

Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
で
は
、
私
た
ち
Ｊ
Ａ
の
取

り
組
み
や
生
産
者
の
活
動
な
ど
を
中
心
に
情
報
発
信

し
て
い
ま
す
。
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
だ
く
と
、
私
た

ち
の
農
業
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
リ
ン
ク
先　

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
Ｈ
Ｐ

http:/Instagram
.com

/ja_kitaibuki?igshid=M
z

RIO
D

BiN
W

FIZA
==

I
n
s
t
a
g
r
a
m

（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）

開
設
し
ま
し
た
。

8 月 7日投稿　稲の様子 8月 3日投稿　麦刈りの様子

７月 28日投稿　初めての投稿は黒田組合長から北いぶきの紹介と
ＰＲ動画

Instagram フォローお願いします！


